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R33a すばるディープフィールドにおける z=4.86 Lyα 輝線銀河の性質
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Lyα輝線銀河 (LAEs)は、狭帯域フィルター撮像により検出される high-z(2 <
∼

z <
∼

6) 星形成銀河である。
Pascarelleらの観測からは、z = 2.4における LAEはコンパクト (<

∼
1kpc)で階層的構造形成において銀河を作り

上げる sub-clumpだと示唆されている。一方で z ∼ 5で多くの銀河 (Lyman Break銀河:LBG) が見つかってお
り、もし仮に LAEが sub-clumpであるとするなら、z ∼ 5にも多数の LAEが存在し、クラスタリングしている
必要がある。
そこで我々は 2001年 6月に、すばる/Suprime-Camに狭帯域フィルターNB711（中心波長 7120Å,波長幅 72Å）

を装着して z=4.86における LAE銀河探査を行なった。26等級におよぶ深い撮像をすばるディープフィールド
543平方分に対して行なったところ、87個の z=4.86 LAE候補を検出した。得られた LAEについて Lyα光度関
数とUV光度関数を描き、これまでに知られている z=3の LAEの光度関数および、z ∼ 3− 5の LBGの光度関
数と比較をした。その結果、z=3の LAEの光度関数とは有意な違いは見られなかったが、z ∼ 3− 5の LBGの
光度関数に対しては、暗い側に比べて明るい側の個数密度が有意に少ないことがわかった。
さらに z=4.86 LAEの角度相関関数を計算したところ強いクラスタリングシグナルが検出された。相関関数

は 300′′(= 8h−1Mpc [Ωm = 0.3,ΩΛ = 0.7]) 付近にピークを持っており、これは天球分布に見られる「網」構造に
対応している。また Lyα輝線が明るい LAE同士は強い角度相関を持つことから、Lyα光度に依存するクラスタ
リングのバイアスがあることが示唆された。


